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地域を育み、大陸をつなぐ
レイ・クリンギンスミス
RI会長エレクト 
カリフォルニア、ヒア・アイ・カム」という歌をご存知の方も多いのではないでしょうか。昨年からこの集いを夢

に描き、思いを馳せてきた私たちの心を歌ったような懐かしのメロディーです。時が来て、今はすでに「カリフ
ォルニア、ヒア・アイ・カム」ではなく、「カリフォルニア、ウィー・アー・ヒア」すなわち、「私たちはカリフォルニア
にいる」に変わりました。新たなロータリーの指導者チームが、満を持してやって来たのです。

ロータリー・ボランティアの才能が結集されたネットワークには、目を見張るものがあります。私が壇上に上が
る際に流れた音楽は、ロサンゼルスでのロータリー年次大会を推進する目的で、トルーマン州立大学の学生
16名により、カークスビルという小さな町でレコーディングされたものです。この曲のアレンジとバンドの指揮
は、わがロータリー・クラブ会員であるランディー・スミス氏が担当しました。あの音楽は、彼らの才能と超我
の奉仕の精神の結晶です。

そして、今お聴きいただいている懐かしの曲はメアリー・サリーさんの演奏によるもので、この1週間、彼女はご
自身の時間と才能を捧げてくださいます。音楽には人間の精気を奮い立たせる力がありますので、この協議
会を通じて随所でメアリーさんの音楽の才能の恩恵にあずかることができるでしょう。米国オクラホマ州出身
のロータリアンであるメアリーさんは、ロータリー奨学生としてウイーンで音楽を学んだ経験の持ち主です。ロ
ータリー財団の申し子、メアリー・サリーさんに拍手をお願いします。

お話ししたいことが山ほどありますので、まずは、地区ガバナーが特に高い関心を寄せている来年度のテー
マ・ブレザーから始めましょう。はじめてテーマ・ブレザーを採用したのはポール・ハリスだとお思いの方もいら
っしゃるかもしれませんが、実は、この伝統が始まったのは25年前です。

テーマ・ブレザーが導入されたのは、カルロス・カンセコ氏がRI会長を務めた1984-85年度のことでした。そ
の発起人となったのが、当時、私の地区のガバナーを務めていたジム・フィッシャー氏で、これを伝統として受
け継いでいくことにも力を注いだ人物です。弟さんとともにスポーツ用品店を経営していたジムさんは、「ロータ
リーの国際大会で仲間がすぐに見分けられるように、鮮やかな色のブレザーが欲しい」と同期のガバナーが
話しているのを聞き、、その年のガバナー・チームのために鮮やかな黄色のブレザーを大量に注文したのです。
この黄色いジャケットは、「スズメバチ」の異名をとり、すぐさまロータリアンの間で話題となり、カンザスシティ
ーで開かれた1985年の国際大会では注目の的となりました。

このブレザーが大人気を博したことを受けて、M.A.T.カパラス1986-87年度RI会長が、1986年ナッシュビル
で開催された国際協議会で販売するため、「ハーバード・クリムゾン」の名にふさわしい深紅のブレザーを作っ
てくれと、ジムさんに注文しました。ブレザーの人気は大変なもので、ジムさんは以来長年にわたり、会長が変
わるたびに新しい色のブレザーを提供することになりました。その後のことは私がお話しするまでもありませ
んが、ここで、テーマ・ブレザーをロータリーの伝統へと昇華させた二人のヒーローに敬意を表したいと思いま
す。セントルイス出身のジム・フィッシャー・パスト地区ガバナー、そして、フィリピン出身のM.A.T.カパラス元
RI会長のお二方です。

来年度のブレザーの色については、皆さんご存知のとおり、バーミンガム大会中、ガバナー・ノミニー会議で
赤紫と既に発表いたしました。今回、私たちのブレザーは、事前購入できるようにしたことによって、価格を
半分に抑えることができました。価格の面だけではなく、それよりもっと重要な教訓も得ることができました。
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従来どおりのやり方を見直すことで、よい良い方法が見つかったのです。これを機に、クラブや地区で既に時
代遅れになってしまっているやり方など、ロータリーに存在するほかの慣習も見直してみたいものです。肝心
なのは、伝統的な慣習のすべてを見直し、明らかにもっと良い別の方法があれば、新しい伝統を始めるべき
だということです。

さあ、それでは、次期地区ガバナーの2番目の関心事項であるRIのテーマに焦点を移したいと思います。適切
なテーマを選ぶにあたって、私はじっくりと考えを巡らせました。その過程で歴代RI会長のテーマをすべて参
照し、種類別に分けてみることにしたのです。最新版の「公式名簿（Official Directory）」に載っている最初
のテーマは、1949-50年度のもので、初期のほかのテーマ同様、目標を連ねた非常に長いテーマとなっていま
す。私たちが今日テーマと呼んでいる形のものは、3つのキーワードから成る短いテーマで、1950年代に始ま
りました。「ロータリーは活動する希望」、「我等の資源を開發しよう」、「将来を造るに助力しましょう」が、こ
の例です。 

もう少し新しいテーマになりますと「真心の行動、慈愛の奉仕、平和に挺身」や「ロータリーの心を　あなたの
住むところ　私たちの世界　そこに住むすべての人々に」、「行動　行動に努めよ　理解に途を求めよ　指
導力を高めよ」など、長いものも出てきます。また、「参加し敢行しよう！」、「手をさし伸べよう…」、「ロータリ
ーは分かちあいの心」といった短いものもあります。 

動詞から始まり、行動を促すテーマとしては、「友達になろう」、「手を貸そう」、「率先しよう」などがありま
す。ほかには、要点を強調するテーマもあります。「あなたが鍵です」、「人類が私たちの仕事」、「まことの幸
福は人助けから」がその例です。テーマの中に「ロータリー」という言葉が含まれているものが、16ありました。

「ロータリーに生きよう」、「ロータリーを楽しもう！」、「ロータリーは分かちあいの心」、「ロータリーを祝お
う」、「ロータリーは希望をもたらす」などです。

奉仕という言葉が含まれているテーマは、「超我の奉仕」、「奉仕の灯で道を照らそう」、「ロータリアン――
奉仕に結束―平和に献身」の3つです。英語の「bridge」という言葉が含まれているテーマは、「隔りを取り
除こう」、「生気を与えよ　身につけよ　友愛の橋をかけよ」、「人類はひとつ　世界中に友情の橋をかけよう」
の3つです。

こうしてロータリーのテーマを見ていく過程で、もう1つの重要な面が見えてきました。それは、ほとんどのテ
ーマがロータリアンだけに呼びかけるもので、ロータリアン以外の人々を対象としていない点です。この両者
に呼びかけるテーマを考えるとき、脳裏に浮かんだのが、ロータリーのスーパー営業マンであるフランク・デ
ブリン氏の勧告でした。エレベーターに乗り込んだ瞬間から降りるまでの短い間に、ロータリアンではない人
々にロータリーのことを売り込む簡潔なメッセージを、私たちの誰もが用意しておくべきだと、デブリン氏は言
っています。そこで私は、「ロータリアン以外の人々にロータリーの目的を説明すること」と「ロータリアンに自
分たちの活動の意義を再認識してもらうこと」、この2つの目標を満たす簡潔なテーマを探す決心をいたしま 
した。

そして適切な言葉を探す上で、四大奉仕部門を再検討していたところ、クラブ奉仕と職業奉仕はどちらも人生
を謳歌し、善き市民となるよう私たちを導いてくれるものであると気づいたのです。また、社会奉仕と職業奉仕
を合わせるなら、地元の地域社会をより住みやすく、働きやすい場所にすることができるでしょう。一方、国
際奉仕は、国や大陸を異にする海外のクラブと協力し、世界理解、親善、平和を広め、世界をより良い場所に
するための機会を、私たちに与えてくれます。そこで、海外と地元地域の両方で活躍するロータリアンのユニー
クな存在をどのように表現すればよいのかと、考えあぐねました。

次に、ジェームズ・コリンズの名著「ビジョナリー・カンパニー2」に書かれている非営利団体への助言につい
て考えてみました。コリンズの助言は、将来の針路を見極めるために次の3点を考えよというものです。1）会員
が情熱を抱いているものは何か。2）あなたの団体が世界一と誇れるものは何か。3）団体のリソースをつき動
かすものは何か。
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これら3つの問いは、ロータリー財団の未来の夢計画を立てる際の指針となりました。私も、ロータリアンの
情熱、独創性、寛大さを的確にとらえた言葉を探る上で、この3つの問いを振り返ることになったのです。ここ
で少し立ち止まってみましょう。ロータリーを的確に表す3つないし4つの言葉を、皆さんも考えてみてください。
ロータリーの外にいる人々にも私たちの目的が分かり、ロータリアンにとっても会員であることを誇りに思える
ような言葉です。

適切な言葉を探す過程で、ロータリーが、ロータリー・クラブの連合体であると同時に、奉仕の精神から成り
立っていることを忘れてはなりません。私たちは、「奉仕」「親睦」「多様性」「高潔性」「リーダーシップ」とい
うロータリーの中核となる価値観を分かち合う必要があるのです。さあ、ロータリーの真髄に迫る魔法の言葉
は何でしょうか。

昨年、この場でジョン・ケニー会長が思慮に富んだテーマを発表されてからというもの、私は数多くの言葉や
語句を検討してきました。その結果、ロータリーの現在の使命を表し、私たちが得意とすることに焦点を当て、
最終的に次のテーマを選びました。「地域を育み、大陸をつなぐ」

この簡潔な語句が、ロータリアンとしての私たちの存在と私たちの活動を的確に言い表すものであると賛同し
ていただけることを願っております。ロータリーは世界でも比類のない優れた組織です。私たちは、地域社会
の精神とリソースを築いています。このことを、わが地区の昨年度のガバナー、エリザベス・ウソヴィッチ氏が、
次のように見事に語ってくれました。「クラブに前向きな意欲がみなぎると、地元地域をも元気にすることが
できる。そして私たちの存在と奉仕によって地域社会が活性化されると、新しい会員がもたらされる。こうして
素晴らしい相乗効果が生じるのだ」、と。

ロータリーの奉仕の精神を実現できれば、私たちはクラブと地域社会の両方を動かすことができるというウソ
ヴィッチガバナーの言葉は、真実です。私たちロータリアンの間で、地域社会づくりにおいてロータリーが世
界で最も秀でているという考えは浸透していますが、ロータリーの外では必ずしも認められている考えとは言
えません。しかし、大陸をつなぐことに関して言えば、親善によって世界中の人々を結びつけ、世界をもっと住
みやすく働きやすい場所にするために協力と支援を結集させることにかけては、ロータリーが世界一であるこ
とを疑う人は少ないでしょう。エド・カドマン元会長の言葉どおり、「ロータリーは、画一化ではなく、結束にあ
る」のです。この目的に向けた結束こそが、私たちを世界最良の組織に成し得る要素です。ロータリアンであ
る私たちは、誠に恵まれています。

ロータリー・クラブと地区の功績、そしてロータリーの華 し々い成功を祝う今、忘れてならないのは、ロータリ
ーを世界の桧舞台に送り出すために惜しみない努力を払ってきた無数のロータリアンの遺産の上に、今の私
たちがあるという事実です。私たちにはロータリアン諸先輩という模範があります。国際協議会では、元会長
や元役員に出会う機会があります。皆さん、私がロータリーの例会に出席してきたこの50年間、率先して活
動してこられた方ばかりです。

そうです、ロータリー奨学生となったときからさかのぼって、ロータリー歴50年と言えることを、私は誇りに感じ
ています。故郷ミズーリ州の小さな町、ユニオンビルのクラブの賢明にして寛大な計らいによって、奨学金申請
の推薦を受けてから南アフリカへの留学に向けて出国する日まで、私は無料ですべての例会に出席させてい
ただくことができました。私が生まれ故郷初の留学生となれたのは、ひとえにロータリーのおかげです。

これまで5万人近くの奨学生が私と同じ機会を享受し、およそ6万人のGSEチームメンバーが別の国、あるい
は別の大陸で学ぶ機会を得てきました。それだけではありません。10万人以上のロータリー青少年交換学生
が、母国を離れ、海外のホストファミリーのもとで暮らしてきました。また、ポリオという身体の自由を奪う病
の感染者数の減少にロータリーが大きく貢献してきた事実についても考えてみましょう。昨年の感染者は2千
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人以下で、1979年の50万人という数字と比べると、世界的に99.9パーセント減少しています。今、私たちは世
界史上最も悲惨な病気の一つに数えられるポリオを撲滅しようとしているのです。さらに、クラブとその会員
は、毎年、ロータリー財団へ行う寄付の推定10倍の資金を地元地域のプロジェクトに費やしていることも、忘
れてはなりません。社会奉仕プロジェクトの年間支出は、何十億ドルという金額になるはずです。

こうした驚異的な数字を思えば、今現在、ロータリアンであることの素晴らしさを誰もが実感することでしょう。
実際、世界を本当によりよい場所にするために時間と才能を捧げるのに、ロータリーほどふさわしい組織がほ
かにあるでしょうか。ともにロータリーに対する誇りを確かめ合う一方で、皆さんの責務が大きく変わることに
も目を向けてください。皆さんは、間もなくロータリーの新ガバナーとなられます。わずか5カ月後には、最も優
れた組織としてのロータリーの地位を保ち続けるだけでなく、さらなる高みへと引き上げていく責務を、私たち
は共有することになります。成功は、皆さん一人ひとりがどれだけの時間と才能を捧げ、地区内のクラブのた
めに、友として、相談相手として、また応援団長として力になる覚悟があるかに、大きくかかってきます。船団
は最もスピードの遅い船に合わせて進みますが、ロータリーにも同じことが当てはまります。ですから、ここに
いらっしゃる地区ガバナー・エレクト全員が全力で進んでいく必要があるのです。百年前の1910年8月に初の
ロータリー・クラブ大会を開催した国際ロータリーが奉仕の新世紀に乗り出す中、遅れを取り、ロータリーと
いう船団の速度を落とさせるようなことがないようにしなければなりません。

リーダーの素質を備えた皆さんに、リーダーとなる意志があるならば、必ずやロータリーにさらなる栄華がもた
らされることでしょう。時間と労力という代償を払う覚悟が私たちにあるなら、きっとできます。120万というロ
ータリーの会員数は、世界人口が60億人であることを考えれば、小さな数字かもしれません。しかし、著名な
文化人類学者、マーガレット・ミードの貴重な助言を思い起こしてください。「思慮と熱意のある少人数の人々
に世界を変えることなどできないとみくびってはいけない。実際には、それが世界を変える唯一の方法なのだ
から」

そうです、私たちは世界を良い方向へと変えてきたのです。そして、今後も変え続けていくのです。現在のよう
な不況下にあっても、さらに良い変化をもたらすことができるでしょうか。「イエス・ウィー・キャン」、私たちに
はできます。そうです、私たちはともにやり遂げます。やり方はシンプルです。来る年度を成功へと導くために
必要なのは、ロータリアンが熱意を抱き、世界一得意としていること、すなわち「地域を育み、大陸をつなぐ」
ことに専念するよう、力の限り、クラブと地区を励ましていくこと、それだけなのです。


